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 和歌山森林管理署では、宮城川林業経営モデルの具体的な検

討を行うため、当ニュース６月号、８月号で既報の検討会に続

き、１０月１日に宮城川国有林６０林班及び北側隣接の民有林

で、第３回現地検討会を開催しました。当日は、和歌山県、白

浜町、大辺路森林組合、有識者、民有林所有者及び当署から、

１５名が出席しました。 

 今回の行程は、５９・６０林班界の林道からスタートし、林

業専用道の検討ルートを要所要所で現地を確認しながら、民有

林との境界まで踏査しました。 

 出席者からは、「今回登ったルートは登り口が急傾斜で、つ

づら折の道となることにより、延長が長くなることから検討が

必要。」、「トラックが通行するのであれば、等高線に沿った

緩勾配の道の作設が必要。」、「民有林としても境界までの道

があれば、色々な活用方法が出てくる。」等の意見がありまし

た。 

 今年度最終回となる第４回は、本検討会のふり返り及び平成

２７年度以降の取組方向について、１２月３日に和歌山森林管

理署会議室において開催する予定です。  

    

 山口森林管理事務所は、豊田流域林業活性化センターの 

オブザーバーとして、長門市有林（油谷久富森林整備加速化

団地）で、１０月２２日に開催された搬出間伐実施状況見学

会に参加しました。当日は、山口県、下関市、長門市、公益

財団法人やまぐち農林振興公社、山口県西部森林組合及び当

所から合計２０名が参加しました。 

 会議では、素材生産システムに関して、①従来型・車両

系・架線系別に伐倒・集材・造材・運搬までの作業システム、

②各作業工程毎の生産性、③高性能林業機械導入に当たって、

生産性と採算性のバランス、稼働率を上げるための年間事業

量の確保、機械のリース・レンタルの検討等が必要なこと等、

④平成２５年度から２８年度の森林整備と作業路開設を計画

した長門地区森林整備加速化プロジェクト（同団地）、⑤３．

３ｈａ（分散した３ブロック）を単年度事業として、６年お

きに皆伐施業を行う長期育成循環林施業（更新伐）について

説明がありました。 

 説明の後、高性能林業機械の作業効率、林地残材のバイオ

マス利用、担い手育成のための研修の実施等について意見が

交わされました。 

 今回の会議で、出席者は高性能林業機械の効率性や作業路

網の整備状況等を確認し、その重要性を共有認識しました。 

 

 

  低 コストで生産性の高い搬出間伐の促進に向けて 

  民 国一体の管理経営の推進（現地検討会を開催） 
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国民の森林・国有林 

 兵庫森林管理署では、当ニュース１０月号で既報の兵庫県森林総合

監理士育成事業に係る意見交換会に続き、国有林現地研修会と題して、 

同県と１０月２８日に２０名が参加の下、意見交換会並びに赤西国有

林の現地視察を実施しました。 

 午前中は、宍粟市波賀市民局において、兵庫県から各農林事務所管

内の搬出間伐及び森林作業道の取組についての紹介や報告、その後、

森林管理署から、①搬出間伐の作業システム、契約内容・仕様、設計

積算、収支見込み、②森林作業道の作設指針、施工・工法、設計積算

について説明しました。 

 午後からは、生産事業現場の赤西国有林に移動して、森林作業道の

作設状況や高性能林業機械による造材や積込作業を視察しました。 

 最後に、フォレスター・准フォレスター等の立場で、兵庫の林業振

興等に関する今後の具体的な取組及び連携方法について検討を行い、

県下での国有林並びに民有林の先進的な取組事例の紹介や事例地の視

察等、積極的な情報受発信に努めることとしました。 

 

 福井森林管理署は福井県と１０月３０日に、福井水源林整備事

務所、福井市、勝山市、越前市、池田町、敦賀市、大北久保建設

(株)、(株)山内建設、(株)野崎工務店、九頭竜森林組合、(公財)

林業従事者確保育成基金等、総勢４０名が参加する林業専用道路

網検討会を開催しました。 

 午前中は勝山市荒土公民館で、福井県から林道・林業専用道・

森林作業道の相違、林業専用道の路線選定、路線選定は３ルート

程度提案すること、回避すべき地形、路線選定及び設計上の留意

事項、林業専用道の構造物と作設事例、設計に関する審査(規格

相当)について説明がありました。 

 午後からは、勝山市内の細野国有林に移動して、同署から細野

林業専用道の全体計画の概要、平成２５・２６年度の事業概要を

説明した後に、林業専用道についての現地検討を４～５名の班に

分かれて行いました。 

 現地検討後に公民館に戻り、各班で既設の林業専用道からの延

長と森林作業道の路線について検討し、検討結果を図面を用いて

発表した後で、意見交換を行いました。 

 福井森林管理署は、今後も引き続いて現地検討会を開催するこ

ととしています。  

編 集 後 記 
 

 今号では、四つの現地での取組を紹介しました。 

 各地で現地検討会が開催され、地域の現地の実態に応

じた作業システム、搬出間伐、路網整備が確立していけ

ば良いと考えます。 

 また、毎号のことですが、国有林はもとより民有林担

当者の方から情報提供いただき、各地域での取組に関す

る情報共有に努めたいと思いますので、どうかよろしく

お願いします。 

   

林野庁  
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  県 と連携して林業専用道 路網検討会を開催  

  

森林作業道の作設状況を視察 

林業事業体の造材・積込状況を視察 

現地検討の状況 

路網検討の状況 

民 国の連携強化を目指した意見交換会・現地視察 


